
「横浜消防出初式２０１７」で自衛隊の災害派遣活動をＰＲ
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
等
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

さ
れ
た
「
横
浜
消
防
出
初
式
２
０
１
７
」
に
お
い
て
、
自
衛
隊
広
報

は
、
１
月
８
日
（
日
）、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
横
浜
市
及
び
（
株
）ｔ
ｖ
ｋ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
の
主
催
に
よ
り
、
市
民
が
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
よ
う
、

横
浜
市
消
防
局
と
関
係
機
関
と
の
連
携
し
た
災
害
対
応
力
等
を
披
露

す
る
と
と
も
に
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
学
べ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
災
害
派
遣
活
動
状
況
の
パ
ネ
ル
展
示
や
Ｄ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
実
施
し
、
来
場
者
に
対
し
て
自
衛
隊
の
災

害
派
遣
活
動
等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
自
衛
官
募
集
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

ま
た
、
神
奈
川
地
本
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ま
に
ゃ
ん
」
も
出
演
し
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
、
大
い
に

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

神
奈
川
地
本
は
、「
今
後
も
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
や
災
害
時

に
活
躍
す
る
装
備
品
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
自
衛
隊
へ
の
更
な
る
理
解

と
協
力
を
求
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

Ｖ
Ｄ
放
映
、
非
常
用
糧
食
（
缶
詰
め
等
）
の
展
示
の
ほ
か
、
募
集
用

古式消防演技の様子

神奈川地本キャラクター「はまにゃん」

1.26　駒門駐屯地で職場体験の様子

1.27　厚木航空基地で職場体験の様子

「総合的な学習の時間」を支援
の
時
間
」
を
支
援
し
た
。

に
お
い
て
、
川
崎
市
立
宮
前
平
中
学
校
と
宮
﨑
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長 

松
田 

辰
雄
１
等
海
佐
）

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
溝
の
口
募
集
案
内
所
（
倉
橋
准
陸
尉
）
は
、
１
月

２
６
日(

木)

２
７
日
（
金
）
の
両
日
、
駒
門
駐
屯
地
及
び
厚
木
航
空
基
地

１
日
目
は
、
駒
門
駐
屯
地
に
お
い
て
、
基
本
教
練
の
体
験
や
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
の

訓
練
見
学
、
戦
車
体
験
搭
乗
な
ど
を
行
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
７
４
式
戦
車
と
９
６
式
装
輪
装
甲
車
に
交
互
に
搭
乗
し
、

活
発
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
高
価
な
機
材
が
日
本
を
守

っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

２
日
目
は
、
厚
木
航
空
基
地
に
所
在
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
の
研
修
を
行

防
火
服
着
装
の
体
験
を
行
い
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
目
で
熱
心
に
学
習
し
て

い
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
防
火
装
具
一
式
は
重
く
て
走
れ
な
い
」

「
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

溝
の
口
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
生
徒
た
ち
に
直
接
触
れ
合
え
る
機
会

を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。

っ
た
。
エ
プ
ロ
ン
に
て
Ｐ―

１
哨
戒
機
や
航
空
管
制
塔
の
見
学
、
基
地
隊
の

ふれあいコーナーで大人気の


